















平声 上声 去声 入声 合計
人 1128 920 1081 673 3802
22 12 13 〇 47
1 2 3 〇 6























見出字 旧切 見出字 反切 見出字 反切
ア 畔 旧彌嗟切 卩半 彌嗟切 呼 弥嗟切









見出字 旧切 見出字 反切
— 切
見出字 反切
ウ 翱 旧巨舸切 一 銅 巨何切
ェ II 旧僕蒙切 樸蒙切 律 樸蒙切










見出字 旧切 見出字 反切 見出字 反切
力 腫 旧乃邪切 一 — 切 月里 乃邪切
キ %左 旧作何切 一 — 切 %左 作何切
ク 韋艮 旧口恩切 一 — 切 艱 口恩切
ケ 旧口斤切 一 — 切 欣 ロ斤切
コ 陳 旧徐垢切 一 — 切 探 徐垢切
サ 嗔 旧丁本切 一 — 切 11 丁本切
シ 甕 旧力華切 一 — 切 饗 力華切
ス 山牛 旧牛仲切 一 — 切 111牛 牛仲切


























『類音』 『広韻』 『五音集韻』 傑韻』
見出字 旧切 反切 反切 反切
ソ 珪 旧丘癸切 丘弭切 丘癸切 犬縈切
夕 狒 旧扶沸切 扶涕切 扶沸切 父沸切
また, 「『集韻』『五音集韻』 と一致するもの」は以下の1例のみである。
『類音』 『広韻』 『五音集韻』 『集韻』
見出字 旧切 反切 反切 反切
チ 溢 旧芳問切 匹問切 芳問切 芳問切







































巻四の十五葉表「儷 列耶切,イ庶僱健而不徳也。旧利遮切。囉 囉瞰多言。囉 驢腹下 
肉。三字従集韻増。」のように,下の文字にまとめて「二字従集韻増」「三字従集韻 
増」と記された旧音注も含む。
(3) その他6例は以下のとおり。①「頤 従集韻増」のみで旧切が記されないもの, 

















う。うち2例(「松 祥容切」「丑 敕久切」)は『広韻』『集韻』『五音集韻』三 
本とも全同となる反切なので,本稿ではカウントしない。また,「靖」と「苗」 
は『広韻』『五音集韻」ともに「靖 火娟切」「苗 武濂切」で一致するので,や 
はり本稿では数に入れない。
(11) 『四庫全書総目」(中華書局1987第4次印刷362頁)。なお『四庫提要』の「五 
音集韻」の条に関しては,大岩本2000に詳しく検討されている。
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